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ヤマブドウ優良系統の栽培試験（一般農家）がはじまる

１ 目 的
林業技術センターで選抜したヤマブドウ優

良系統の県内各地における栽培適応性の実証
のため、試験栽培を行う。

２ 方法及び内容
ヤマブドウ優良系統の挿木苗を養成し、栽

培試験用の苗木とした。平成12年度は、県北
地方を中心に県内12ヶ所で栽培試験が行われ
ることになり、選定された栽培試験地におい
てヤマブドウ優良系統苗が植栽された。

３ 今後の予定
結実年における収量調査等の結果を基に、

現地におけるヤマブドウ優良系統の栽培適応
性を評価し、各地域の普及系統を決定する。
なお、平成13年度も栽培試験を同様に12ヶ

所実施する予定である。
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現地適応化栽培試験の流れ
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栽培試験（苗木の配付）

優良系統の適応性の
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その地域の普及系統を決定

地方振興局林務担当部を通じて募集

試験地選考委員会により決定、通知

多収性、高品質果汁系統 等

栽培者、林業改良指導員とで調査

目 的：ヤマブドウ優良系統の現地における適応性
の実証

供試本数：１ヶ所あたり１０系統５０本

実施箇所：県内１２ヶ所（平成１２年度）

調査項目：結実重量、病害虫抵抗性等

結実年度：平成１４年秋（見込み）

費用負担：棚の造成、栽培管理は栽培者の負担とする。

植栽用苗木は県が増殖し、無料配付する。

収穫果実は一部試験用を除いて栽培者のもの。

ヤマブドウ現地適応化栽培試験

供試系統：品種登録申請品種を含む優良候補系統
（雄株を含む）


